
取扱説明書

この度は本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
抱っこひもの耐用年数は、購入日より3年間となります。
3年以上ご使用の場合、生地などの経年劣化により本来の性能を果せず
危険をまねくおそれがあります。ご使用をお控えください。
ご使用の前に本書をよくお読みのうえ正しくお使いください。
また取扱説明書は大切に保管してください。
本品を他の方にお譲りになるときには、必ず取扱説明書もあわせてお渡しください。

使い方動画はこちら。
各製品ページにリンクします。
そこからYouTubeに
アクセスしてください。

各部の名称を見ながら
各装着方法が
見開きでご覧いただけます。

各部の名称 各装着方法

【ご使用前に必ずお読みください】
使用できるお子さまの月齢
各部の名称
バックルの使用上の注意
安全にお使いいただくために
お手入れ方法
品質保証について
SGマーク制度について

【装着前に必ずお読みください】
股幅調設定とヘッドサポートの高さ設定について

【装着方法】
装着前準備
　　ヘッドバックルとショルダーベルトの装着準備について
　　ウエストベルトの装着方法について
首すわり前の対面抱っこ【生後14日から】
対面抱っこ【首がすわってから】
前向き抱っこ【腰がすわってから】
ソファなどを使用したおんぶ【首がすわってから】

【TIPS】
スライドフードの使い方【フードの使用月齢の目安　18ヵ月頃まで】
ねじれたベルトの直し方
チェアベルト【腰がすわってから】
フィットベルトとウエストパッドの最適な位置と調節方法
余ったベルトのまとめ方
抱っこひもの収納方法
ベルトの調節方法
抱っこのチェックポイント
おんぶのチェックポイント

目　次

パワー サポート キャリア

※安全基準等により、仕様が予告なしに変わることがあります。
製品には万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら上記までご連絡ください。
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お子さまの発達により、同じ年齢でも体格や体重には個人差があります。
使用者の対応ウエストサイズ54㎝～135㎝（身長や体格によって装着できない場合があります）

使用できるお子さまの月齢

対面抱っこ

前向き抱っこ

おんぶ

チェアベルト 腰がすわった乳児期
（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

生後14日（体重3.2㎏以上/身長51cm以上）～24ヵ月（体重13㎏）まで

腰がすわった乳児期
（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

首がすわった乳児期（4ヵ月頃）～36ヵ月（体重15㎏）まで

※チェアベルトとしてのご使用はSGマーク制度の対象外です。

※０ヵ月から1ヵ月まではSGマーク制度の対象外です。



取扱説明書

この度は本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
抱っこひもの耐用年数は、購入日より3年間となります。
3年以上ご使用の場合、生地などの経年劣化により本来の性能を果せず
危険をまねくおそれがあります。ご使用をお控えください。
ご使用の前に本書をよくお読みのうえ正しくお使いください。
また取扱説明書は大切に保管してください。
本品を他の方にお譲りになるときには、必ず取扱説明書もあわせてお渡しください。

使い方動画はこちら。
各製品ページにリンクします。
そこからYouTubeに
アクセスしてください。

各部の名称を見ながら
各装着方法が
見開きでご覧いただけます。

各部の名称 各装着方法

【ご使用前に必ずお読みください】
使用できるお子さまの月齢
各部の名称
バックルの使用上の注意
安全にお使いいただくために
お手入れ方法
品質保証について
SGマーク制度について

【装着前に必ずお読みください】
股幅調設定とヘッドサポートの高さ設定について

【装着方法】
装着前準備
　　ヘッドバックルとショルダーベルトの装着準備について
　　ウエストベルトの装着方法について
首すわり前の対面抱っこ【生後14日から】
対面抱っこ【首がすわってから】
前向き抱っこ【腰がすわってから】
ソファなどを使用したおんぶ【首がすわってから】

【TIPS】
スライドフードの使い方【フードの使用月齢の目安　18ヵ月頃まで】
ねじれたベルトの直し方
チェアベルト【腰がすわってから】
フィットベルトとウエストパッドの最適な位置と調節方法
余ったベルトのまとめ方
抱っこひもの収納方法
ベルトの調節方法
抱っこのチェックポイント
おんぶのチェックポイント

目　次

パワー サポート キャリア

※安全基準等により、仕様が予告なしに変わることがあります。
製品には万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら上記までご連絡ください。

［ホームページアドレス］

https://lucky-industries.jp/

ラッキー工業株式会社
〒503-2423岐阜県揖斐郡池田町青柳83-8　TEL：0585-45-7425
SG登録工場 第31-001号
生産物賠償責任保険（PL保険）付　

https://www.facebook.com/luckyindustry/ @lucky_industries_official

TL00050
NP20-05

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  表紙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P5
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P6・P7
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P8・P9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P10・P11
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P12・P13

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P14
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P16
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P17
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P19

お子さまの発達により、同じ年齢でも体格や体重には個人差があります。
使用者の対応ウエストサイズ54㎝～135㎝（身長や体格によって装着できない場合があります）

使用できるお子さまの月齢

対面抱っこ

前向き抱っこ

おんぶ

チェアベルト 腰がすわった乳児期
（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

生後14日（体重3.2㎏以上/身長51cm以上）～24ヵ月（体重13㎏）まで

腰がすわった乳児期
（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

首がすわった乳児期（4ヵ月頃）～36ヵ月（体重15㎏）まで

※チェアベルトとしてのご使用はSGマーク制度の対象外です。

※生後14日から1ヵ月まではSGマーク制度の対象外です。



ヘッドサポート
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【ご使用前に必ずお読みください】　※このページを常に開いて取扱説明書をご覧ください

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、
物的損害が生じる可能性が想定される内容を示します。

安全にお使いいただくために、使用前に必ず
取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。

●直射日光のあたる場
所に保管しないでくだ
さい。また車内など高
温になりやすい場所
での保管はしないでく
ださい。（劣化や変色
することがあります）

●汗や水で湿った状態で強
い摩擦をうけると、他に移
染するおそれがあります。

●思わぬ事故につながる恐
れがあるため、家事の際は
おんぶで使用し、大きく前
かがみしないよう注意して
ください。

　また、火気の近くでの使用
はしないでください。

● 飛 行 機 、車 、自転
車、バイクでは使用
しないでください。

●授乳後30分間位はおなかを圧迫す
ることがあり、消化吸収を助けるため
に、使用しないでください。

●連続して使用する時は、体調の変化
や装着状況を確認する必要があるた
め、2時間以下の使用にしてください。

●体調がすぐれない時や、身体に痛みを
感じる時は、使用しないでください。

●バックルや掛具の開口部ま
たはすき間にお子さまの手
指を入れないように注意し
てください。すき間に指が
入って抜けなくなったり、傷
害の危険性があります。未
使用時には、バックルを差
し込んで保管してください。

●抱っこ時は、お子さまの頭で
前方、特に足元の視界が妨
げられないよう装着し、歩
行時も注意してください。

●使用前には、やぶれ、ほ
つれ、傷、バックルや掛
具など破損していない
か確認してください。ま
た、破損している場合は
使用しないでください。

●使用前にバックルなど固定
部が確実にとめられている
ことを確認してください。特
に背中のバックルについて
は、バックルがとまっている
か、必ず確認してください。

●装着後も緩みがないかを
確認してください。

●お子さまがそり返ったり、
動いて安定しない場合は
使用しないでください。

●おんぶ時は、目が届き
にくくなりますので、特
に注意してください。

●着脱時は、可能な限り
低い姿勢や安全な場所
で行うようにしてくださ
い。他の人に介添えい
ただくとより安全です。

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

●早産児及び呼吸器
疾患等のあるお子
さまへは使用しない
でください。ご使用
については医師に
相談してください。

●生後4ヵ月未満の乳児は保護者の身体に
顔を強く押し当てられると窒息するおそ
れがあります。

●乳幼児を保護者の身体に強く縛り付け
ずに、頭部を動かす余裕があるように装
着してください。

●お子さまの気道をふさぐことがないなど、
状態に注意しながら使用してください。

●使用中に大きく前かが
みしないでください。
お子さまが滑り落ちる
可能性があります。

●正しく調整し、バックルなど
の固定箇所を確実に締め
てください。お子さまが落
下するおそれがあります。

●お子さまが開口部から落
下するおそれがあります。
身体を傾ける際には、お子
さまが落下しないよう手で
支えてください。また、頭が
下向きにならないよう腰を
曲げるのではなく、膝を曲
げるようにしてください。

各部の名称 安全にお使いいただくために 安
全
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【ご使用前に必ずお読みください】

おんぶのチェックポイント

バックル類の留め忘れはありませんか？

お子さまの位置は、左右のどちらかに偏ったりせず抱っこひもの中央に座っていますか？
鏡などで確認しましょう

セーフティベルトは締めすぎていないですか？
指3本入るぐらいが目安です

お子さまの位置は低くないですか？
ウエストベルトとウエストパッドの位置は、腰骨より高い位置で留めてください(P5・P16参照)
ゆるくなったショルダーベルトを締め直してください(ベルトの調節方法P17参照)

お子さまの両脚は、ひざ頭で自然に曲がり、M字型になっていますか？
股幅は、成長に応じてMサイズまたはLサイズに調節してください（P4参照）

ヘッドサポートの高さ設定は、適正の高さですか？
成長に合わせてヘッドサポートの高さを2段階に切り替えできます(P4参照)

お子さまの両脚がウエストベルトに挟まっていませんか？
鏡などで確認しましょう

バックルの使用上の注意
●バックルは、必ずカチッと音がするまで挿し込んだことを確認してください。
●正しく挿し込まれていない状態で使用しますと、バックルが外れ、お子さまの落下事故につながるおそれがあります。
●バックルを挿し込んだ際に、生地等異物を挟んでいないことを確認してください。

ヘッドサポート

腕ぐり

セーフティバックル

収納ループ

うら面

うら面

フィットベルト

ウエストパッド

ウエストバックル

フィットバックル

フードホック

ショルダーベルト

ヘッドバックル

ヘッドバックル･カバーホック

ヘッドバックル･ベルトカバー

ヘッドバックル･ベルト

ショルダーアジャスター

ヘッドバックル･カバー

ウエストベルト

おもて面

フードポケット
（フードが収納されています）

ファスナーポケット

収納ベルト

ヘッドスライドホック

レッグスライドホック

●生後14日（体重3.2kg以上／身長51㎝以上）～首
がすわる乳児期（4ヵ月頃）まで、股幅はSサイズに
設定して使用してください。

※0ヵ月から1ヵ月まではSGマーク制度の
　対象外です。
●お子さまの首がすわるまでの抱っこは、
　使用者とお子さまが向き合う姿勢でのみ、
　使用してください。



ヘッドサポート

1 2 19

【ご使用前に必ずお読みください】　※このページを常に開いて取扱説明書をご覧ください

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、
物的損害が生じる可能性が想定される内容を示します。

安全にお使いいただくために、使用前に必ず
取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。

●直射日光のあたる場
所に保管しないでくだ
さい。また車内など高
温になりやすい場所
での保管はしないでく
ださい。（劣化や変色
することがあります）

●汗や水で湿った状態で強
い摩擦をうけると、他に移
染するおそれがあります。

●思わぬ事故につながる恐
れがあるため、家事の際は
おんぶで使用し、大きく前
かがみしないよう注意して
ください。

　また、火気の近くでの使用
はしないでください。

● 飛 行 機 、車 、自転
車、バイクでは使用
しないでください。

●授乳後30分間位はおなかを圧迫す
ることがあり、消化吸収を助けるため
に、使用しないでください。

●連続して使用する時は、体調の変化
や装着状況を確認する必要があるた
め、2時間以下の使用にしてください。

●体調がすぐれない時や、身体に痛みを
感じる時は、使用しないでください。

●バックルや掛具の開口部ま
たはすき間にお子さまの手
指を入れないように注意し
てください。すき間に指が
入って抜けなくなったり、傷
害の危険性があります。未
使用時には、バックルを差
し込んで保管してください。

●抱っこ時は、お子さまの頭で
前方、特に足元の視界が妨
げられないよう装着し、歩
行時も注意してください。

●使用前には、やぶれ、ほ
つれ、傷、バックルや掛
具など破損していない
か確認してください。ま
た、破損している場合は
使用しないでください。

●使用前にバックルなど固定
部が確実にとめられている
ことを確認してください。特
に背中のバックルについて
は、バックルがとまっている
か、必ず確認してください。

●装着後も緩みがないかを
確認してください。

●お子さまがそり返ったり、
動いて安定しない場合は
使用しないでください。

●おんぶ時は、目が届き
にくくなりますので、特
に注意してください。

●着脱時は、可能な限り
低い姿勢や安全な場所
で行うようにしてくださ
い。他の人に介添えい
ただくとより安全です。

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

●早産児及び呼吸器
疾患等のあるお子
さまへは使用しない
でください。ご使用
については医師に
相談してください。

●生後4ヵ月未満の乳児は保護者の身体に
顔を強く押し当てられると窒息するおそ
れがあります。

●乳幼児を保護者の身体に強く縛り付け
ずに、頭部を動かす余裕があるように装
着してください。

●お子さまの気道をふさぐことがないなど、
状態に注意しながら使用してください。

●使用中に大きく前かが
みしないでください。
お子さまが滑り落ちる
可能性があります。

●正しく調整し、バックルなど
の固定箇所を確実に締め
てください。お子さまが落
下するおそれがあります。

●お子さまが開口部から落
下するおそれがあります。
身体を傾ける際には、お子
さまが落下しないよう手で
支えてください。また、頭が
下向きにならないよう腰を
曲げるのではなく、膝を曲
げるようにしてください。

各部の名称 安全にお使いいただくために 安
全
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【ご使用前に必ずお読みください】

おんぶのチェックポイント

バックル類の留め忘れはありませんか？

お子さまの位置は、左右のどちらかに偏ったりせず抱っこひもの中央に座っていますか？
鏡などで確認しましょう

セーフティベルトは締めすぎていないですか？
指3本入るぐらいが目安です

お子さまの位置は低くないですか？
ウエストベルトとウエストパッドの位置は、腰骨より高い位置で留めてください(P5・P16参照)
ゆるくなったショルダーベルトを締め直してください(ベルトの調節方法P17参照)

お子さまの両脚は、ひざ頭で自然に曲がり、M字型になっていますか？
股幅は、成長に応じてMサイズまたはLサイズに調節してください（P4参照）

ヘッドサポートの高さ設定は、適正の高さですか？
成長に合わせてヘッドサポートの高さを2段階に切り替えできます(P4参照)

お子さまの両脚がウエストベルトに挟まっていませんか？
鏡などで確認しましょう

バックルの使用上の注意
●バックルは、必ずカチッと音がするまで挿し込んだことを確認してください。
●正しく挿し込まれていない状態で使用しますと、バックルが外れ、お子さまの落下事故につながるおそれがあります。
●バックルを挿し込んだ際に、生地等異物を挟んでいないことを確認してください。

ヘッドサポート

腕ぐり

セーフティバックル

収納ループ

うら面

うら面

フィットベルト

ウエストパッド

ウエストバックル

フィットバックル

フードホック

ショルダーベルト

ヘッドバックル

ヘッドバックル･カバーホック

ヘッドバックル･ベルトカバー

ヘッドバックル･ベルト

ショルダーアジャスター

ヘッドバックル･カバー

ウエストベルト

おもて面

フードポケット
（フードが収納されています）

ファスナーポケット

収納ベルト

ヘッドスライドホック

レッグスライドホック

●生後14日（体重3.2kg以上／身長51㎝以上）～首
がすわる乳児期（4ヵ月頃）まで、股幅はSサイズに
設定して使用してください。

※0ヵ月から1ヵ月まではSGマーク制度の
　対象外です。
●お子さまの首がすわるまでの抱っこは、
　使用者とお子さまが向き合う姿勢でのみ、
　使用してください。



洗濯についてのご注意
●洗濯については製品に縫い付けの組成表示ラベルをご参照ください。
●色落ちする場合がありますので、他の洗濯物とは別けて洗ってください。つけ置き洗いも避けてください。
●洗濯ネットに入れて洗ってください。バックルやファスナーが付いている製品は、バックルを留めファスナーを閉めてネットに入れてください。
●軽い汚れの場合は、湿らせた布で汚れた部分をたたくようにして落としてください。
●漂白剤、蛍光増白剤入りの洗剤は使用しないでください。
●脱水機、乾燥機の使用はしないでください。樹脂部品が破損するおそれがあります。
●アイロンはあて布を使用してください。

点検について
●ご使用前に、バックルなどの樹脂部品が破損したり、ベルトや生地などに破れ、ほつれ、傷がないことを確認してください。
　異常がある状態で使用すると、事故につながるおそれがあります。

●使用方法などでご不明な点がございましたら遠慮なくご相談ください。
●お買い上げから1年間無料修理いたします。
●購入してから1年以内にユーザー登録をしていただくと品質保証が2年延長されます。（実質3年保証になります）
●必ずお買い上げ日を証明できるもの（レシート・明細書等）を保管してください。　
●弊社までの送料はお客様負担となります。（初期不良の場合を除く。)
●初期不良・部品の欠品など弊社の責任によるものは弊社が負担いたします。
●部品の在庫が無い場合は色や大きさがご希望に添えない場合がございます。

保証の対象外となる場合の内容　
●お買い上げ日から1年以上過ぎた場合。
●お買い上げ日を証明できるもの（レシート・明細書等）がない場合。
●2次使用（ご友人からのおさがり、リサイクルショップ・フリーマーケットなどの
　中古品ご購入など）は保証対象外とさせていただきます。
●自然の消耗・サビ・カビ・変色・虫食い等の製品の劣化。
●お客様の故意・誤った使い方やお手入れ・改造による故障や損傷。
●火災や外部要因などによる故障や損傷。

アフターフォローの連絡先
［ラッキーサポートダイヤル］ TEL:0585-45-7425
受付時間：9:00〜12:00  13:00〜17:00 （土、日、弊社定休日を除く）

製品安全協会
東京都台東区竜泉2-20-2
ミサワホームズ三ノ輪２階
TEL：03-5808-3300

品質保証（アフターフォロー）について

SGマーク制度について

お手入れ方法 安
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SGマークは、製品安全協会が定めるSG基準に適合するものとして認証された製品に表示され
る安全・安心マークです。SGマーク付きの製品の欠陥により、人身被害が生じたと認められる場
合、製品安全協会が事故原因、被害の程度などに応じて、賠償措置を実施する制度です。抱っこ
ひもの場合は、お買い上げ日より3年以内が有効期間となります。

SGマーク制度の適用対象月齢は以下のとおりです
・たて抱っこ対面：生後1ヵ月〜24ヵ月（体重13kg）まで
・たて抱っこ前向き：腰がすわってから（7ヵ月頃）〜24ヵ月（体重13kg）まで
・おんぶ：首がすわった乳児期（4ヵ月頃）〜36ヵ月（体重15kg）まで

賠償についてのご注意
SGマーク付き製品そのものが故障したとしても、その品質について保証するも
のではありません。あくまでも傷害などの身体的な損害（人的損害）について賠
償する制度です。

製品の欠陥により事故が起きた場合
事故が起きたら、すぐに製品安全協会へ連絡してください。

（原則として事故発生日から60日以内に連絡してください。）

事故の届出に必要な項目
①事故の原因となったSGマーク表示の製品
　・製品の名前、ロット番号　・購入先、購入年月日
②事故発生の状況
　・事故発生年月日　・事故発生場所　・事故発生状況
③被害の状況
　・被害者の氏名、年齢、性別、住所　・被害の状況

https://lucky-industries.jp/support/registration/

通常1年の品質保証に2年プラスされ、
合計3年間の保障になります。

抱っこひも・おんぶひもが対象となります。

ユーザー登録をしていただくと品質保障が2年延長

LUCKY industries
ユーザー登録は、こちらへ

［通常］

1年間
保証

［ユーザー登録］

3年間
保証

プラス2年

3



【装着前に必ずお読みください】

股幅設定とヘッドサポートの高さ設定について
お子さまの成長や使用方法に応じて”股幅設定やヘッドサポートの高さ設定”を行ってください。
各サイズの最適な月齢については、各種装着ページで紹介しています。

股幅　Sサイズ

股幅　Mサイズ

　　のレッグスライドホックを
うら面で折り留めます。

おもて面から　　と　　のレッ
グスライドホックを留めます。

ホックカバーをして完了です。

左右同じように留め、完了です。

高さ　Tサイズ 高さ　Pサイズ

ヘッドスライドホックは留めません。 　　部分のヘッドスライドホックを
それぞれ留めます。

レッグスライドホックを
留める方法

音がなるまで縦方向に
しっかり差し込んでください。

股幅　Lサイズ うら面

おもて面

レッグスライドホックは留めません。

ヘッドスライドホックを
留める方法

音がなるまで横方向に
しっかり差し込んでください。

カチッ！

カチッ！

股幅設定・・・Sサイズ、Mサイズ、Lサイズの3段階に設定できます

ヘッドサポートの高さ設定・・・Pサイズ(プチ)、Tサイズ(トール)の２段階に設定できます

4



カチッ！

装着前準備
首すわり前の対面抱っこ・対面抱っこ・前向き抱っこの装着前準備になります。

ヘッドバックル

ウエストベルトの位置と
長さを調節してください

ウエストベルトとウエストパッドは、
腰骨より高い位置で留めてください

余ったウエストベルトは、ゴムバンドでまと
めておくことができます。(P16参照)

左右のヘッドバックル･カバーと
ヘッドバックルを外しておきます 左右のショルダーベルト

は、20㎝ほどの長さが残る
ように調節しておきます

セーフティゴムループの位置がバック
ルの上にあることを確認してください。

セーフティゴムループが、バックルの下
にある場合、バックルに通し直してから、
ご使用ください。

ウエストバックルを留め
てください

必ずウエストベルトがねじれていな
いか確認してください

ポイント
本体を片手で支えながら、もう片方の手
で”交互にベルト調節”をすると締めやす
いです。

セーフティゴムループを
留めてください

ウエストバックルの外れ　落下防
止になります

①セーフティゴムループにウエストベルト
を通します。

②持ち手を変え①のウエストベルトを矢
印の方向に引き、セーフティゴムループを
ウエストバックルにしっかりと掛けてくだ
さい。

ヘッドバックル･カバー

1 2 3

ヘッドバックルとショルダーベルトの装着準備について

ウエストベルトの装着方法について

セーフティゴムループ
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カチッ！

ヘッドバックル･カバー

　　　　　　準備１　あらかじめフィットバックルは、留めておいてください
　　　　　　準備２　股幅・ヘッドサポートの高さを設定します（設定方法P4参照）
　　　　　　準備３　「装着前準備」を行ってください（P5参照）

▲「おしりを乗せるスペース」
　を上からのぞいた状態

ニットのシワ伸ばす

足ぐり

1

3

2

4

両腕を通し抱っこひもを頭からかぶります
フィットバックルが留まっていることを確認し、抱っこひもを頭か
らかぶります。ショルダーベルトがねじれていないか確認してく
ださい。（フィットベルト位置の調節方法P16参照）

お子さまを抱っこひもに抱き入れます
お子さまの両脚がそれぞれの脇下のショルダーベルトの下から
出ているか鏡などで確認してください。
慣れるまでは低い位置で行ってください。

お子さまのおしりを乗せる位置が水平になるように
スペースを作ります
ショルダーベルトがゆる過ぎると、スペースを作ることができませ
ん。ショルダーベルトの長さを調節し直してください。（P17参照）

左右のヘッドバックルを留めて調節します
首が安定し呼吸の妨げにならないよう調節してください。
(ベルトの調節方法P17参照)
調節後、ヘッドバックル･カバーをします。

首すわり前の対面抱っこ
生後14日（体重3.2㎏以上／身長51㎝以上）～首がすわる乳児期（4ヵ月頃）まで
※０ヵ月から1ヵ月までは、SGマーク制度対象外です。

●股幅
　Sサイズ
●ヘッドサポートの高さ
　Pサイズ or Tサイズ

おもて面 うら面

▲ヘッドサポートの高さをPサイズに設定した状態です。

フィットバックル

ホックカバー

収納ループ

ヘッドサポート高さの切替え目安
Pサイズ・・・生後14日～1ヵ月頃まで
Tサイズ・・・１ヵ月頃以降

　　注意　首から手を離さないでください

水平

6



首すわり前の対面抱っこ

装着後の注意チェックポイント

5

7

6

セーフティバックルを留めてベルトの長さを調節します
お子さまの脇の下で留めます。強く締めすぎないようにしてくださ
い。指3本入るぐらいが目安です。

お子さまの位置や姿勢を整えます
お子さまのおしりからもものあたりに両手を差し入れます。
お子さまの両脚が使用者の身体に巻きつくように、もも裏をかき
あげます。

左右のショルダーベルトを調節します
お子さまの首を支えながら使用者の身体に沿うように斜め上に
ショルダーベルトを引きます。
お子さまとの間に、手のひらが入るくらいが目安です。

降ろし方

お子さまを降ろす際は、逆の手順で行ってください。
またはお子さまをしっかり支えた状態でフィット
バックルを外して降ろすこともできます。
慣れていない方はソファなどを使うことをおすすめ
します。

お子さまの頭が抱っこひもに埋もれていませんか？
※ヘッドサポートの高さを切替え目安を参考に設定し
直してください。（P6参照）

お子さまの頭のぐらつきがなく、無理なく呼吸できるス
ペースが確保されていますか？
※左右のヘッドバックル･ベルトで調節してください。

（ベルトの調節方法 P17参照）

安全、快適な抱っこができているかの確認のために
P18「抱っこのチェックポイント」を行ってください。
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　　　　　　準備１　あらかじめフィットバックルは、留めておいてください
　　　　　　準備２　股幅・ヘッドサポートの高さを設定します（設定方法P4参照）
　　　　　　準備３　「装着前準備」を行ってください（P5参照）

1

3

2

4

お子さまを抱っこします
お子さまを抱っこひもにまたがらせます。
慣れるまでは低い位置で行ってください。

両腕を通し、抱っこひもを頭からかぶります
フィットバックルが留まっていることを確認し、抱っこひもを頭か
らかぶります。ショルダーベルトがねじれていないか確認してくだ
さい。（フィットベルト位置の調節方法P16参照）
※両腕を通したあとに、フィットバックルを留めることもできます。

抱っこひもをお子さまの身体に沿わせるように
かぶせます
お子さまを片手で支えながら抱っこひもをゆっくりと持ち上
げ、抱っこひもの上からお子さまをしっかり支えてください。

お子さまの両腕をショルダーベルトの上に
出してください

対面抱っこ
首がすわった乳児期（４ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで  

●股幅
　Mサイズ or Lサイズ
●ヘッドサポートの高さ
　Tサイズ

おもて面

▲股幅を、Mサイズに設定した状態です。

フィットバックル

股幅の切替え目安
Mサイズ・・・4ヵ月頃～7ヵ月頃まで
Lサイズ・・・7ヵ月頃以降

　　注意　お子さまをしっかり支えながら行ってください
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カチッ！

ヘッドバックル･カバー

安全、快適な抱っこができているかの確認のためにP18「抱っこのチェックポイント」を行ってください

5

7 8

6

左右のヘッドバックルを留めて調節します
首が安定し呼吸の妨げにならないよう調節してください。
(ベルトの調節方法P17参照)
調節後、ヘッドバックル・カバーをします。

左右のショルダーベルトを調節します
使用者の身体に沿うように斜め上にショルダーベルトを引きま
す。引きづらい場合は、片方の手でお子さまのおしりを持ち上げ
ながら引きます。
お子さまとの間に、手のひらが入るくらいが目安です。

お子さまの位置や姿勢を整えます
お子さまのおしりからもものあたりに両手を差し入れます。
お子さまの両脚が使用者の身体に巻きつくように、ももの裏をか
きあげるようにします。お子さまの頭が不安定な場合は、ヘッド
サポートを調節し直してください。

セーフティバックルを留めてベルトの長さを調節します
お子さまの脇の下で留めます。強く締めすぎないようにしてくださ
い。指3本入るぐらいが目安です。

降ろし方

ショルダーベルトをゆるめ、セーフティバックル
とフィットバックルを外して降ろします。
慣れていない方はソファなどを使うことをおす
すめします。

対面抱っこの完了です
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　　　　　　準備１　あらかじめフィットバックルは、留めておいてください
　　　　　　準備２　股幅・ヘッドサポートの高さを設定します（設定方法P4参照）
　　　　　　準備３　「装着前準備」を行ってください（P5参照）

前向き抱っこ
腰がすわった乳児期（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

●股幅
　Sサイズ
●ヘッドサポートの高さ
　Pサイズ

おもて面 うら面

ホックカバー

収納ループ

1

3

2

4

お子さまを抱っこします
お子さまを抱っこひもにまたがらせます。
慣れるまでは低い位置で行ってください。

両腕を通し、抱っこひもを頭からかぶります
フィットバックルが留まっていることを確認し、抱っこひもを頭か
らかぶります。ショルダーベルトがねじれていないか確認してくだ
さい。（フィットベルト位置の調節方法P16参照）
※両腕を通したあとに、フィットバックルを留めることもできます。

抱っこひもをお子さまの身体に沿わせるように
かぶせます
お子さまを片手で支えながら抱っこひもをゆっくりと持ち上
げ、抱っこひもの上からお子さまをしっかり支えてください。

お子さまの両腕をショルダーベルトの上に
出してください

フィットバックル

　　注意　お子さまをしっかり支えながら行ってください
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カチッ！

ヘッドバックル･カバー

安全、快適な抱っこができているかの確認のためにP18「抱っこのチェックポイント」を行ってください

5

7 8

6

左右のヘッドバックルを留めて調節します
首が安定し呼吸の妨げにならないよう調節してください。
(ベルトの調節方法P17参照)
調節後、ヘッドバックル･カバーをします。

左右のショルダーベルトを調節します
使用者の身体に沿うように斜め上にショルダーベルトを引きま
す。引きづらい場合は、片方の手でお子さまのおしりを持ち上げ
ながら引きます。
お子さまとの間に、手のひらが入るくらいが目安です。

お子さまの位置や姿勢を整えます
お子さまのおしりからもものあたりに両手を差し込みます。
お子さまの両脚が開きすぎないように注意し、椅子に腰かけて
いるような姿勢に整えます。

セーフティバックルを留めてベルトの長さを調節します
お子さまの脇の下で留めます。強く締めすぎないようにしてくださ
い。指3本入るぐらいが目安です。

前向き抱っこの完了です

降ろし方

ショルダーベルトをゆるめ、セーフティバックル
とフィットバックルを外して降ろします。
慣れていない方はソファなどを使うことをおす
すめします。
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股幅・ヘッドサポートの高さを設定します（設定方法P4参照）

1 2

左右のヘッドバックル、ヘッドバックル･カバーを留め
て、左右のショルダーベルトは、20㎝ほど残るように
調節しておきます(ベルトの調節方法P17参照)

抱っこひもにお子さまを座らせセーフティバックルを
留めます
指3本入るぐらいを目安に長さを調節します。
お子さまの両腕を、抱っこひものうら面から腕ぐりに通してくだ
さい。

ソファなどを使用したおんぶ
首がすわった乳児期（4ヵ月頃）～36ヵ月（体重15㎏）まで  

●股幅
　Mサイズ or Lサイズ
●ヘッドサポートの高さ
　Tサイズ

おもて面

▲股幅を、Mサイズに設定した状態です。

ヘッドバックル

ヘッドバックル･カバー

股幅の切替え目安
Mサイズ・・・4ヵ月頃～7ヵ月頃まで
Lサイズ・・・7ヵ月頃以降

装着前のチェック
お子さまの呼吸の妨げになるような服装(パーカー等)やヘアスタイルは避けてください。
髪の長い方はお子さまの顔にあたらないよう、横に束ねる等、工夫してください。

腕ぐり
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安全、快適なおんぶができているかの確認のためにP19「おんぶのチェックポイント」を行ってください

3

5

4

左右のショルダーベルトを肩にかけ、お子さまを背負
い、フィットバックルを留めてください（P16参照）

ウエストバックルを留め、長さを調節します
必ずセーフティゴムループを留めてください。(P5参照)
お子さまの両脚が、ウエストベルトと腰の間に挟まないように注意ください。

前かがみの姿勢で、左右のショルダーベルトを調節し
ます
片手でお子さまのおしりを持ち上げながら、左右片方ずつ調節し
ます。お子さまをなるべく高い位置まで上げます。

降ろし方

ソファ等に座り、フィットバックル・ウエストバッ
クルを外して寝かせるように降ろすこともでき
ます。

おんぶの完了です

　　注意　低い位置で、前かがみの姿勢で行ってください 　　注意　低い位置で、前かがみの姿勢で行ってください

　　注意　低い位置で、前かがみの姿勢で行ってください

カチッ！

フィットバックル

カチッ！

安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

装
着
前
準
備

首
す
わ
り
前
の
対
面
抱
っ
こ

対
面
抱
っ
こ

前
向
き
抱
っ
こ

お
ん
ぶ

T
I
P
S

13



フードポケット

フードホック

スライドフード

おんぶの時の使用
首で引っかかってお子さまの
頭に覆うことができない場合
は、かぶせ直してください。
鏡などで確認しましょう。

ねじれたベルトの直し方

1

3

2

4

ベルトがねじれている方向をよく確認します

ねじれている部分を三角に折り、そのままバックルに
通します

バックルの中のベルトを浮かせます。ねじれている部
分を三角に折り、そのままバックルに通します

ベルトを引き、完了です

ショルダーベルトのフードホックに留めて使います
フードポケットの中にあるホック2ヵ所で取り外しでき
ます
長さは、3段階に調節できます。

フードホックを外さず、
フードをスライドして、お
子さまの様子が見られま
す

TIPS

スライドフードの使い方
フードの使用月齢の目安　18ヵ月頃まで
日よけや、風よけに使用できます。　スライドフードは、取り外して洗濯することもできます。

前向き抱っこ・チェアベルトでは使用できません。
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◀︎「おしりを乗せるスペース」
　を上からのぞいた状態

カチッ！

1

3

2

4

椅子に装着し「おしりを乗せるスペース」つくります
ウエストベルトのうら面を表にして椅子の背もたれの下側に留
めて調節してください。フィットバックルを留めて調節し、ショル
ダーベルトを椅子の背もたれにかけて、ゆるみがないように調節
してください。(ベルトの調節方法P17参照)
ヘッドバックル･カバーとヘッドバックルを外し、股幅Sサイズに
設定していることを確認ください。（P4参照）

左右のヘッドバックル、ヘッドバックル･カバーを
留めます
お子さまの両肩からズレ落ちるようであれば、左右のヘッドバッ
クル･ベルトを調節します。

お子さまを前向きに座らせ、セーフティバックルを留
めてください
お子さまの両脚を、上からそれぞれの足ぐりに入れ、「おしりを
乗せるスペース」に座らせてください。それぞれの脇下のショル
ダーベルトの下から両脚が出ているか確認してください。

完了です

装着チェックポイント
□　ヘッドサポートが顔にかぶさっていないですか？
□　両手両脚は、正しい場所から出していますか？
□　抱っこひもは、椅子にゆるみなく固定されていますか？

椅子の背もたれ側
足ぐり

チェアベルト
腰がすわった乳児期（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで
※チェアベルトとしてのご使用は、SGマーク制度の対象外です。

椅子の形状によっては使用できない場合もあります。
安定している場所で使用者の目の届く所で使用してください。
股幅はSサイズに、ヘッドサポートの高さはPサイズに設定してください。（P4参照）

安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

装
着
前
準
備

首
す
わ
り
前
の
対
面
抱
っ
こ

対
面
抱
っ
こ

前
向
き
抱
っ
こ

お
ん
ぶ

T
I
P
S

15



＊
＊

ショルダーベルト
フィットベルト

ウエストパッド
フィットバックル❷フィットベルトの高さ調節

肩甲骨の下に位置する高さにしてくだ
さい。フィットベルトは上下に動かして
調節します。左右とも同じ高さになって
いるか確認してください。 ウエストベルトとウエストパッドは、腰骨より高い位置で

留めてください
ウエストパッドは、お子さまを抱っこひもに乗せると自然と腰骨に
ひっかかるようになっています。
左右どちらかに偏らず、身体の中央に位置するように調節します。

上

下

おんぶの時は、フィットベルトの
高さを脇の下の位置に合わせます

余ったベルトは折りたたみます 先端のゴムバンドでまとめます

肩線

❶フィットベルトの幅調節
装着する前に、胸側に当ててショルダー
ベルトが肩線の中央になるように位置
を調節します。両肩とも行います。

❶
❷❷

余ったベルトのまとめ方

フィットベルトとウエストパッドの最適な位置と調節方法
使用者の身体に合わせて高さや幅を調節してください。
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収納ベルト

収納ループ

ベルトの先端

締める時
余っているベルトをベルトに
沿うように矢印の方向に引き
ます。

ゆるめる時
バックルまたはアジャスター
を立たせながらベルトを矢印
の方向に引き戻します。

1

1

2

2

3

3

左右のショルダーベルトをうら面に
まとめて折りたたみます

「ウエストに装着したままで収納」
③からウエストベルトを外します

ポケット下の収納ベルトを、おなか
側にある収納ループにかけてホック
を留めます

ウエストベルトとウエストパッドで
本体を包むようにバックルで留めて
ベルトで締めます

完了です
ウエストベルトに装着したまま収納
できます

完了です

※調節後、左右の長さが同じ長さになっているか確認します

抱っこひもの収納方法

ベルトの調節方法
各ベルトも応用して調節できます
　　ヘッドバックル･ベルト、ショルダーベルト、セーフティーベルト、フィットベルト、ウエストベルト

ウエストに装着したままで収納

本体収納

安
全
に
お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に

装
着
前
準
備

首
す
わ
り
前
の
対
面
抱
っ
こ

対
面
抱
っ
こ

前
向
き
抱
っ
こ

お
ん
ぶ

T
I
P
S

17



抱っこのチェックポイント

バックル類の留め忘れはありませんか？

お子さまの位置は左右のどちらかに偏ったりせず、抱っこひもの中央に座っていますか？
鏡などで確認しましょう

セーフティベルトを締めすぎていませんか？
指3本入るぐらいが目安です

お子さまのおでこにキスができるくらいの高さで抱っこできていますか？
低い場合は、ウエストベルトとウエストパッドの位置の高さを上げてください（P5・P16参照）
ゆるくなったショルダーベルトを締め直してください(ベルトの調節方法P17参照)

お子さまの両脚は、ひざ頭で自然で曲がり、M字型になっていますか？
股幅は、成長に応じて3段階に切替えできます（P4参照）

ヘッドサポートの高さ設定は、適正の高さですか？
前向き抱っこのときにヘットサポートでお子さまの口をふさいでいませんか？
成長に合わせてヘッドサポートの高さを2段階に切り替えできます(P4参照)　（前向き抱っこP10参照)

お子さまが無理なく呼吸できるスペースを確保できていますか？
頭まわりは、左右のヘッドバックル･ベルトで調節してください
胸まわりは、左右のショルダーベルトで調節してください
(ベルトの調節方法P17参照)

お子さまの両脚がそれぞれの脇下のショルダーベルトの下から出て
いますか？
鏡などで確認しましょう

ウエストベルト

ウエストパッド

ヘッドサポート

調節目安
手のひら一枚分
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ヘッドサポート

1 2 19

【ご使用前に必ずお読みください】　※このページを常に開いて取扱説明書をご覧ください

注意 誤った取り扱いをすると、人が傷害を負ったり、
物的損害が生じる可能性が想定される内容を示します。

安全にお使いいただくために、使用前に必ず
取扱説明書をよくお読みのうえ正しくお使いください。

●直射日光のあたる場
所に保管しないでくだ
さい。また車内など高
温になりやすい場所
での保管はしないでく
ださい。（劣化や変色
することがあります）

●汗や水で湿った状態で強
い摩擦をうけると、他に移
染するおそれがあります。

●思わぬ事故につながる恐
れがあるため、家事の際は
おんぶで使用し、大きく前
かがみしないよう注意して
ください。

　また、火気の近くでの使用
はしないでください。

● 飛 行 機 、車 、自転
車、バイクでは使用
しないでください。

●授乳後30分間位はおなかを圧迫す
ることがあり、消化吸収を助けるため
に、使用しないでください。

●連続して使用する時は、体調の変化
や装着状況を確認する必要があるた
め、2時間以下の使用にしてください。

●体調がすぐれない時や、身体に痛みを
感じる時は、使用しないでください。

●バックルや掛具の開口部ま
たはすき間にお子さまの手
指を入れないように注意し
てください。すき間に指が
入って抜けなくなったり、傷
害の危険性があります。未
使用時には、バックルを差
し込んで保管してください。

●抱っこ時は、お子さまの頭で
前方、特に足元の視界が妨
げられないよう装着し、歩
行時も注意してください。

●使用前には、やぶれ、ほ
つれ、傷、バックルや掛
具など破損していない
か確認してください。ま
た、破損している場合は
使用しないでください。

●使用前にバックルなど固定
部が確実にとめられている
ことを確認してください。特
に背中のバックルについて
は、バックルがとまっている
か、必ず確認してください。

●装着後も緩みがないかを
確認してください。

●お子さまがそり返ったり、
動いて安定しない場合は
使用しないでください。

●おんぶ時は、目が届き
にくくなりますので、特
に注意してください。

●着脱時は、可能な限り
低い姿勢や安全な場所
で行うようにしてくださ
い。他の人に介添えい
ただくとより安全です。

警告 誤った取り扱いをすると、人が死亡または
重傷を負う可能性が想定される内容を示します。

●早産児及び呼吸器
疾患等のあるお子
さまへは使用しない
でください。ご使用
については医師に
相談してください。

●生後4ヵ月未満の乳児は保護者の身体に
顔を強く押し当てられると窒息するおそ
れがあります。

●乳幼児を保護者の身体に強く縛り付け
ずに、頭部を動かす余裕があるように装
着してください。

●お子さまの気道をふさぐことがないなど、
状態に注意しながら使用してください。

●使用中に大きく前かが
みしないでください。
お子さまが滑り落ちる
可能性があります。

●正しく調整し、バックルなど
の固定箇所を確実に締め
てください。お子さまが落
下するおそれがあります。

●お子さまが開口部から落
下するおそれがあります。
身体を傾ける際には、お子
さまが落下しないよう手で
支えてください。また、頭が
下向きにならないよう腰を
曲げるのではなく、膝を曲
げるようにしてください。

各部の名称 安全にお使いいただくために 安
全
に
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使
い
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【ご使用前に必ずお読みください】

おんぶのチェックポイント

バックル類の留め忘れはありませんか？

お子さまの位置は、左右のどちらかに偏ったりせず抱っこひもの中央に座っていますか？
鏡などで確認しましょう

セーフティベルトは締めすぎていないですか？
指3本入るぐらいが目安です

お子さまの位置は低くないですか？
ウエストベルトとウエストパッドの位置は、腰骨より高い位置で留めてください(P5・P16参照)
ゆるくなったショルダーベルトを締め直してください(ベルトの調節方法P17参照)

お子さまの両脚は、ひざ頭で自然に曲がり、M字型になっていますか？
股幅は、成長に応じてMサイズまたはLサイズに調節してください（P4参照）

ヘッドサポートの高さ設定は、適正の高さですか？
成長に合わせてヘッドサポートの高さを2段階に切り替えできます(P4参照)

お子さまの両脚がウエストベルトに挟まっていませんか？
鏡などで確認しましょう

バックルの使用上の注意
●バックルは、必ずカチッと音がするまで挿し込んだことを確認してください。
●正しく挿し込まれていない状態で使用しますと、バックルが外れ、お子さまの落下事故につながるおそれがあります。
●バックルを挿し込んだ際に、生地等異物を挟んでいないことを確認してください。

ヘッドサポート

腕ぐり

セーフティバックル

収納ループ

うら面

うら面

フィットベルト

ウエストパッド

ウエストバックル

フィットバックル

フードホック

ショルダーベルト

ヘッドバックル

ヘッドバックル･カバーホック

ヘッドバックル･ベルトカバー

ヘッドバックル･ベルト

ショルダーアジャスター

ヘッドバックル･カバー

ウエストベルト

おもて面

フードポケット
（フードが収納されています）

ファスナーポケット

収納ベルト

ヘッドスライドホック

レッグスライドホック

●生後14日（体重3.2kg以上／身長51㎝以上）～首
がすわる乳児期（4ヵ月頃）まで、股幅はSサイズに
設定して使用してください。

※0ヵ月から1ヵ月まではSGマーク制度の
　対象外です。
●お子さまの首がすわるまでの抱っこは、
　使用者とお子さまが向き合う姿勢でのみ、
　使用してください。



取扱説明書

この度は本製品をお買い上げいただき、ありがとうございます。
抱っこひもの耐用年数は、購入日より3年間となります。
3年以上ご使用の場合、生地などの経年劣化により本来の性能を果せず
危険をまねくおそれがあります。ご使用をお控えください。
ご使用の前に本書をよくお読みのうえ正しくお使いください。
また取扱説明書は大切に保管してください。
本品を他の方にお譲りになるときには、必ず取扱説明書もあわせてお渡しください。

使い方動画はこちら。
各製品ページにリンクします。
そこからYouTubeに
アクセスしてください。

各部の名称を見ながら
各装着方法が
見開きでご覧いただけます。

各部の名称 各装着方法

【ご使用前に必ずお読みください】
使用できるお子さまの月齢
各部の名称
バックルの使用上の注意
安全にお使いいただくために
お手入れ方法
品質保証について
SGマーク制度について

【装着前に必ずお読みください】
股幅調設定とヘッドサポートの高さ設定について

【装着方法】
装着前準備
　　ヘッドバックルとショルダーベルトの装着準備について
　　ウエストベルトの装着方法について
首すわり前の対面抱っこ【生後14日から】
対面抱っこ【首がすわってから】
前向き抱っこ【腰がすわってから】
ソファなどを使用したおんぶ【首がすわってから】

【TIPS】
スライドフードの使い方【フードの使用月齢の目安　18ヵ月頃まで】
ねじれたベルトの直し方
チェアベルト【腰がすわってから】
フィットベルトとウエストパッドの最適な位置と調節方法
余ったベルトのまとめ方
抱っこひもの収納方法
ベルトの調節方法
抱っこのチェックポイント
おんぶのチェックポイント

目　次

パワー サポート キャリア

※安全基準等により、仕様が予告なしに変わることがあります。
製品には万全を期しておりますが、お気づきの点がございましたら上記までご連絡ください。

［ホームページアドレス］

https://lucky-industries.jp/

ラッキー工業株式会社
〒503-2423岐阜県揖斐郡池田町青柳83-8　TEL：0585-45-7425
SG登録工場 第31-001号
生産物賠償責任保険（PL保険）付　

https://www.facebook.com/luckyindustry/ @lucky_industries_official

TL00050
NP20-05

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  表紙
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P1

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P1
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P2

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P3
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P3

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P4

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P5
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P5

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P6・P7
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P8・P9

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P10・P11
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P12・P13

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P14
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P14

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P15
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P16

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P16
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P17

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P17
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P18
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  P19

お子さまの発達により、同じ年齢でも体格や体重には個人差があります。
使用者の対応ウエストサイズ54㎝～135㎝（身長や体格によって装着できない場合があります）

使用できるお子さまの月齢

対面抱っこ

前向き抱っこ

おんぶ

チェアベルト 腰がすわった乳児期
（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

生後14日（体重3.2㎏以上/身長51cm以上）～24ヵ月（体重13㎏）まで

腰がすわった乳児期
（7ヵ月頃）～24ヵ月（体重13㎏）まで

首がすわった乳児期（4ヵ月頃）～36ヵ月（体重15㎏）まで

※チェアベルトとしてのご使用はSGマーク制度の対象外です。

※生後14日から1ヵ月まではSGマーク制度の対象外です。




